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「
毎
日
通
っ
て
い
る
け
ど
、
お
減
由
跡
古
っ

E
担
ん
て
帽
巴
圏
蹟
し

E
こ
と
は
担
い
よ
ね
」
と
友

達
と
い
っ
し
ょ
巴
う
な
ず
い
て
い

E
由
は
、
上

田
高
校

3
年
生
田
甲
田
す
み
れ
さ
ん
。
「
先
生
巴
『
予

習
を
し
草
い
で
古
峨
の
門
を
く
ぐ
る
草
』
と
よ

く
曹
わ
れ
ま
し
E
。
そ
う
い
え
ば
校
献
巳
も
『
古

厩
由
門
を
出
で
入
り
て

』
と
畠
っ
E
よ
ね
」
と

笑
顔
で
話
し
ま
す
。

f
1:!ま

E
外
で
お
昼
E
直

ベ

る
ん
だ
廿
ど
、
正
門
田
と
こ
ろ
回
桜
ガ
満
開
由

時
期
起
ん
力
い
い
よ
ね

.
重
国
自
力
げ
E
怠
っ

て
涼
し
い
し
」
と
、
げ
っ
こ
う
置
憶
し
て
い
る
後
手
。

将
来
由
目
標
l<
l
:
r
い
ろ
い
ろ
輿
昨
日
あ
る
け
ど
、

夢
阻
ま
古
は
っ
き
り
決
ま
っ
て
草
い
ん
で
す
」
と

由
こ
と
で
し
E
。

じ
っ
く
り
害
え
て
く
古
さ
い
ね
。

6
月

白
樺

雨
空
t!
明
け
る
と
、
而
向
田
高
校

は
い
よ
い
よ
文
化
祭
由
シ

-
;
1
01;'

迎
え
ま
す
。



雇用封軍と就世主援を国ります。

(2)観光を上田市由中暗産業と位置付け、魁力ある観光地と

して巴環i貴重惜を図ります。

量点施繍

(1)新産業白劃出と育成(新妓間開発と新産業創出由推進、

産学宮連機白推進)

(2)雇用封軍と就習吏援

(高川生白就骨促進のE品由主揮の強化ほ力)

(3)別所温泉由温皐利用施設整備計画軍定

(旧別所小学校白跡地利用の桔討)

つ
りま
の政策形成能力の向

卜させましたロこれ

点施策)を設定しまし

以上に成果と効率

-詳しくは市のホームベジ Chttp://WoNW.city.ueda 
nagano.JP)や市役所本庁舎1陪由行政資料コ ナーでご

覧いただげます固

園防部
消防巴対する住民田二 ;:(fr犯揮し、全聴員百消防白任務で

ある住E侶身停・生命 ・ 財産をあら由る~害から守る使曲を再
認艶するととも巴、非常備消防である消防団由聖情強化を園り

ます。まE、自主防災組踏由脅威強化や災害弱者対策を推進し、

市民由田火・防災君臨白高燭丑図ることで、災害巴強い安全草

(1日肖防施段草ど由整備、常備消防体制あよび情報網白充実強化

(都市型災害や檀錐多犠化守る災害巴対応できる通唖体制由充

実)

(2)消防団自体制整備及び葺幅白充実強化

(3)敵意・誼酪俸制侶充実強化

定
地設叩

一
い

務
を
ユ
-

漣
刑

判
肌
日
一
-
駅
間

宮
棚
一一
説

↓
惜
の
-一
叫
削

ヲ
務
つ

・7
晴
用

品
諮問一一

図務部
再筆斐表量t

市民二-;:(fr過確巴把握し、市長公約を具体的草施軍として

実現することを意頭E組織田活性化を図り、成果を重視し定行

政b軍営を推進し、市民サ ピス向上を目指します。

置車施繍

(1)市民自理リ解を槽草ガら、地方分権時代E対応しE自治俸を目

指す市町村吉併協議由推進

(2)効宰的草行政運営由推進

(行政改革大綱巴基づく行革実施計画由推進百万)

(3)市民参画・市民との協働巳よる市政由推進

(市民お毘軽量会、うえ芭百勇士壷員会ほガ)

図市建設部

(2)回目直18呈バイパユ聖備事業由縫韮

(上田坂城バイパス、上回バイパコ2期工区)

国政部

(1)地産地消由推進

(減腫華滅化学肥料栽倍の推進ほか)， 
(2)腫業生産基盤由整備 ~も、

(用排水路及び盟理由整備ぽ力)、1 、可、、
(3)地場世塵システム由確立 ι 

(属量吏援センヲ俸制整幅)

15.6.16 [2] 



基本方札一一 . 山由一-BL」 鞍盲目、未来へ¢礎石っくり白骨みであり、理想実現へ由
闘しい地方財政由現状を踏まえ、中期的展望L

遭種であることを意頭Eあき、先人ガ育んでき臣歴史
EつE計画的かつ健童話財政湿営を行い1d.tJ5、個性

化を次代位引き継ぐととも巴、新しい時代を切り開く人初
と工夫巳満ちE魅力あるまちづくり、循圏型社会白槽・岡rt由育成と個性ある地場文化をつくるE曲、教育11果Eすべ
襲、膏少年白瞳宝育成を吉めE少予・高齢化対軍、健 1111き役割を権準し、特巴学校誼膏と社金融盲目密接担連携を
康づくり対震草どE財源の重点配分を行います。 11図リすべて由創意と努力を結聾して、生涯学習都市をつく

(2)税由公平・適正課税丑挺進し、市税草ど白収納率由向 11 、.1りあげることを目指しま事。
上を図リ、市白遊休量産由宵勉活用芯ど自主財憲由確・ 1 ー身世値・・ー田園田ーー圃

揮巴努めます。 ・ 1 ・~--
置 I(1)ゆとりと潤いのある生涯学習社吉田実現

(3).入札制度岬 融 制 限 恥 市 民E輸出冊、且1e2ぬ里間人間形成を目指し、輔叫時E輔の推進
信頼される市政運営を行います。 ーー

量点施旗
(1 )健全財政由確保と瞳実在施軍由推進

(2)限られ定財盟白有期活用による適確証予算銅成

(3)i直正・公平な課税の推進

由民生活部
基本方針

(1)よ田市圏境基本計画E位置付けられ左循環型社会(リ

サイヲルや留置盟、エネルギーの橿環利用など)由形
成や珊壇障室由推進について、輯吉的芯視点で取り組

みま写。

(2)r生活者起点」由害え巴立ち、市民と由連携・儲t!oも

とパ トナ シップ由構築を図ります。

量点施暗
(1 )環壇Eやさしい撞理型社吉田形成(燃やゼ草いごみ白

有料指定袋由導入白横討ほか)

(2)1票1ft保全由推進

(草積所のごゐ出しル ル由融11mか)

(3)市民と由連携、協働を推進(ポランティ?団伴、 NP

O注入とoパ トナシツブの構軍ri!力)

理由3大目標達成を目指し、公雷企業としての経清柱を

尭揮しつつ圃由高い公共サ ピコ由握慌E努めます。

(1)安心・安全で宜定しE糞畦しい氷を慌給する。

(2)"下水道整備を促草し、淘)11等由水質向上・環壇保全を

図る。

視隔制白強化、老朽給水菅寺田計画的革里新ほ古)

(2)下水道普及奪回向よ

(3);経営由安定化(企業慣白檀入郷制ほ廿)

(3) 15.丘16

上」を図る

に伴い、

た。私たち職員は、

を重視して、それ

に
がんば

た事業推進」と「職員

1日から目標管理制度をスター

5年度の目標(基本方針と重

ー向けて、今まで

.各都唇白目標に聞するE意見己質問は、それぞれの担当

部局へ 目標管理静1)Jl!に閣すると意見ご質問は総務部企画

課("'235112)へお問い合わせくださし、

を韮♂弘子どもから障害者、高齢者まで、

市民一人ひとりが健康で安心して署らすこと廿できるまち

づくりを推進します。
(2)健康福祉分野区高貯る市長公約を具体化。ることを基本E、

(地場福祉計画由軍定まか)

(2)いつまでそ5健康で暮ら也る高齢化社会由実現
(痴ほう予明被室由実施、痴Zう介護巴関する相股事量由充実)

(3)安心してミ子どもを育てられる予育て宣握施軍由充実・停系化

と再構築



と孝之たいH自分δしぐ生さgニと

市男女共同重量直の

ぞ翌iTる糊
この条例は、今年4月1日

:::;;立?まだご存知ない方も多しお 2よろ，¥t合同

しかし、条例にはこれからのよ田市をだ

れもが住みやすく、いきいきと暮らすこと

ができるようにするために、大切なこと

書かれていますロ

条例の意義を人でも書くの皆吉んに知っ

てもらいたい、この条例が皆さん一人ひと

りの元に確かに届いてもらいたい、そんな

メッセ ジを皆さんに送ります。

副

。

[4) 

「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て
?

15.丘16

市

そ
も
そ
も
、
男
女
共
同
書
画
っ
て
ど
ん

占
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

日
常
生
活
や
仕
耶
上
で
、

『到
だ
か
ら

」

「
女
自
く
せ
に

」
と
無
意
畿
に
思
っ
て

険
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ワ

「主
は

ヒ
う
」
「
兇
は
こ
う
」
と
知
ら
ず
知
ら
ず

d
う
ち
に
決
め
付
け
て
い
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
ワ

こ
う
し
た
小
さ
な
偏
見
が
、
性
別
の
枠

と
し
て
、
無
意
議
白
う
ち
に
相
手
を
器
に

国上

は
め
て
し
ま
っ
た
り
、
そ
白
人
白
住
金
方

を
社
会
的
に
不
自
由
に
し
、
時
に
は
大
切

な
一
豊
を
踏
み
出
せ
な
く
し
て
い
る
現
実

が
、
今
で
も
家
庭
や
地
域
祉
会
な
ど
に
妓
っ

て
い
る
の
で
す
。

す
べ
て
白
人
が
「
男
だ
か
ら
」「
主
だ
か

ら
」
で
は
な
く
、

一
人
の
人
間
と
し
て
「自

分
ら
し
く
」
幸
せ
に
生
き
て
い
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
そ
ん
な
社
会
が
男
女
共

同
書
商
社
会
な
の
で
す
。

条
例
の
中
に
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と

一
人
白
人
間
と
し
て
、
そ
の
人
ら
し
く

幸
せ
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
、
い
ざ
実

現
さ
せ
る
に
は
な
か
な
か
難
し
い
社
会
。

で
も
、
そ
ん
な
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
・
郁
聾
者
・
行
政
、
そ
し
て
教

育
に
掛
わ
っ
て
い
る
人
す
べ
て
が
、
閉
じ

思
い
の
下
に
責
任
を
も
勺
て
日
々
活
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
条
例
の
第
3
条
に
は
、
国
が
掲

げ
た

5
つ
の
理
念

O
個
人
の
人
権
の
尊
重

O
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
社
会
生
活

に
お
け
る
活
動
の
両
立

O
社
会
に
お
け
る
制
度
・
慣
行
の
見
直
し

O
政
策
な
ど
の
立
軍
・
決
定
へ
の
対
等
草

書
画

O
国
際
社
会
と
の
協
調

こ
れ
に
、
上
田
市
独
自
に
2
つ
の
理
念

O
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
の
尊

厳
O
串
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶

を
加
一一え
ま
し
た
。

車
日
提
で
は
、
市
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

男
女
共
同
書
面
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
取

り
組
む
よ
う
定
め
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
市
全
体
で
男
女
共
同
書
画
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
い
う
聾
勢
を
示
し
ま
し

た
。第

同
条
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・教
育
関

係
者
が
男
女
共
同
参
面
白
推
進
に
閲
す
る

活
動
を
す
る
場
合
、
市
は
情
報
提
供
や
そ

の
ほ
か
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
@



あなたお互いを理解しあって
楽しい生活を

f 一一「どフ

H

自
分
ら
し
い
H

考
え
て
み
よ
う

女
で
も
男
で
も
、

一
人
由
人
間
と

し
て
、

「
そ
の
人
ら
し
く
」幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
こ
と
そ
う
考
え
る
と

男
女
共
同
参
画
っ
て
あ
ま
り
難
し
い

こ
と
で
は
な
く
、
実
は
す
ご
く
基
本

的
な
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
基
本
的
な
こ
と
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
妨
げ
ら

れ
て
、
い
ま
だ
実
現
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

日
々
の
生
活
の
中
で
「男
だ
か
ら

」

生
活
を

「
主
に
は

」と
思
う
小
さ
な
こ
と
を
、

「
お
や
ワ
何
か
お
か
し
い
な
」
と
気

づ
き
、
そ
う
い
っ
た
見
え
な
い
枠
を

少
し
ず
つ
取
り
除
い
て
い
っ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。
ふ
っ
と
肩
の
力
が
抜

け
た
、
自
然
な
「
自
分
ら
し
い
」生
活

が
送
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
条
例
を
活
か
し
て
、
そ
ん
な

あ
た
り
ま
え
一
の
こ
と
が
自
然
に
広
が

る
社
会
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き

幸
子
し
ょ
・
っ
。

男女共同書画課標畏・宮入典子

男女共同書画って、ずしゅ、ん睡しい言葉です。

だから、なかなか理解してもらえませんが、車

庫でも社会でも、男と立が力を合わせるからう

まく成り立つものと患います。仕事だけが一筋

の人俗、仕事にばかり追われて、家庭や地域の

ことに関わる時間がありません。家庭を主とし

ている人は、立かなか社会や経済の動さに関心

を持ちにくいのが現拭です。

どちらがよとか下とかの関罷ではなく、お互

いを尊重し串謝しあって、よきパ トナ とし

て力を出し古えば、楽しい生活ができると思い

ます。

条例はそのような社会を築くためにあります。

前芦屋市長

北村春江さ

今年はこんな取組をします

「上田市男女共同書面白推進に関する呆例」をもっと

多く伯皆さんに知っていただくために、あらゆる機会

を活用して、条例の啓発を進めていきます。

白地域づくり講座の開催

女性の声もさまざまな場面にもっと生かされるよう

に、各自治会白皆さんのご協力を得ながら、各連合自

治会ごとに講座の開催を計画しています。

σ 条例の周知

、まちづくりに奮闘された北

村さんのお話をE撞聞く ことができるまたと主いチャ

ンスです。お見逃しなく。

・と き 7月5自由午後 1時~

・ところ 文化会館ホール

.内容 ・璃潰「女性の声を市政に~がれきから

の裡興-J
・北村さんと母袋上田市畏との対鮫

.男女共同書面条例の紹介

手話通駅あり。既児希望の方は男女共同

書画課へ

全国初の女性市長とし

σ女性海外派遣研修事業
-・l"3ii国国~跨'Jf'i~1Ca.. 'Vli田 E・

市内の女性が海外で男女共同書画、教育、福祉など

について先進的な事例を学び、地域のリ ダ として

活躍ができるように、海外研修に対して補助金を交付

し活動を支援しています。

こ白ほかにもたくさん白事業を行う予定です。

保立をご覧になりたい方1<1、
男女共同番参画醸のホムペ ジ

(htlp:! /www.city.ueda.nagano 
jp/danjo/)ヘアクセスするか.
電話でお問い合わ甘ください。

ゐ目23日-29日leI=男竜共同拳画週間関

-モ白他
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15! 
?家 1

1議l
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
害
年
度
上
半
期
と
下
半
期
の
2
回
、
定
期
的
に
内
容
を
お
知

ら
ぜ
し
て
い
ま
す
.
今
回
ほ
、
平
成
同
年
度
下
半
聞
の
会
計
別
収
支
輯
罰
、
地
方
債
現
在
高
、
市
有
財
産
、
一
時
僧
入
金
町
割

況
を
お
田
ら
せ
し
ま
す

(平
成
惜
年
3
月
別
自
現
在
。

1
万
円
未
演
は
目
指
亘
入
し
て
あ
り
ま
す
1

市
町
会
計
隼
度
は
、
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領 454・7.297万円

積 446値目印万円

n....!. 岨 1覧

土木関 94・6.233万円(94.0%)

民生興 88. 419万円(99.7%)

公伺費 67・7.322万円(100.096)
殺宵. 56・2.874万円(98.3%)

総理懸賞 44檀1.自BB万円{99.9%1

薗工費 33・4.727万円(99.8%)

庫総水産.. 26・9.509万円(97.2%)

衛生買 25橿5.647万円(99.9%)

その倒 17竃8，578万円(95.3%)

予
観
現
翻
に
対
す
る
眠
入

車
と
航
行
事
の
タ
ラ
フ

l現額 454億7，297万円

B首舗 "2値.8.125万円

入容 84.2% 

市 現 167.7.516万円(99.4%)

泡方交付税 63・5，274'万円(105.7%)
市 • 52憧.8.610万円(43.5%)

組収 λ 44・5.542万円(95.1%)

園庫支出盆 40・6.224万円(51.0%)

県支出金 18.1，037万円(48.3%)

その他 67・3.094万円(80.4%)

〆

mグラフゅの金額"予.現領
誕( )肉の数字"敏行車
議日ーの節分{手処刑済"

楽グラフ..の金額"予縛現観
桜肉の数字"収入寧
泌・ ・の.. ，分は叙入演積

圃圃園田.， .瞳温掴恒ー圃圃圃ー画面量，画面画圃・
937万円，. 151万円2f1J.JOl万円土地取得事策

担図有線彼送電E

L 一一一三
園長健康保険.黛

-3軍司岡 目白島戸時

"2億7.261万岡
田傷口2.581方向

師1偲.9.842万円

般会計

純別会肘

{合計〉
5.4ω万円5.018万円5“4万Pl

77ft 415万円

5.245万円

S.B27JJPJ 

108"2.211万円

1"4.029万円

印鑑:5.425万円

4回7万円

4.158万円

97f17.8OB万円

ltr2.025万円

77.4帥6万円

5.379万円

5おO万円

10811:2.212万円

1.:.1.031万円

交通災書共済司区幾

福祉事覇権センタ

豆一一一一一望
老人保健事難

問和地区住宅新築
資金等貸付恵鰻

駐車場写策

m翠軍司
積立金 "億4，310万円
有価E傍 1笹口2.029方向

出資による権利 11健7.611方向

土地 261万1.9恒例4
建物 34万3.25Srrl
山休 1.911万6.854rrl
住宅

(息地〉

(建物〉

1偉3.288万円

lBfl6.4日万Pl

i鑑1.7創万円

5健 ωS万円

1.3，312万円

32f11.1曲万円市街地再開発恵媛"万6.611rd
7万2.61Snf

5Otf4.9円相万円39. ，幻万円50.5.013万円介担保険事業

針園田置Eヨ お0"8.783万円21Ofl2.1“万円274f18.557万円合
。万円

E 
契約済額

10傭2.392万円

13傭8.1曲万円

28・9，381万円

72健4，739万円7.2.742万円

12億7.700万円

2億6.018万円

44万円

宣

予震現舗

21億4.153万円

19.6.010万円

291・6，田7万円

95健7，425万円

7億4，217万円

13億1.423万円

2健8.125方向

60万円

入

鋼定領{※ 1) 

20健5.082万円

6億8ι13崎万円

28・5，397万円

田健7，田4万円

5億6.123万円

12偲4，363万円

2健7.9凹万円

。万円

収

予算現額

四億9.511万円

" 7，932万円

281・1，751万円

田健7，曲。万円

5健5，曲4万円

12像4.7聞万円

2健8.125方円

。万円

名

収益的収支{誤認2)

資本的収支(※ 3)

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

岨量的収支

資本的収支

[ 6 ) 15.6.16 

E 軍軍盟
曲6健6総5方向

E十会

公共下水道
事費量

震策'陸軍
排水事業

公曾企鎌会計

ている創.収入すべきものと

産院司E簸

水道司E策

※'鋼 定 額
※2収s的収支
※3資本的眼支， 



上田市功労者表彰式
5月29日制上岡市功労者五彰式が市世所で行われ、肢

の18人の方が畳草されました。 (敬称略・五十音順)

in<羽亮二 (制緩・小里}上田市福翼手クラブ連合会理事、会

長主主どを歴怪し、 高齢者福祉や生きがい活動の推進に

尽力
金子和照 (66歳・新国)関東信越税理士会上田支部長在ど

を歴世し、税務行政に協力し、税収確保に尽力

金子巴四郎(74歳・上窓郷)塩田商工会会長、中塩田地区

振興会冨j会"'''どを歴任し、商工輩尭震に尽力

倉沢鶴次 (64歳・築地)上田市指定文化財の倉沢軍住宅と

土地の寄贈

痛藤三雄(73歳・院内)保瞳司として犯罪予防のための世

論啓尭や、明るい地域社会づくりに尽力

佐藤毅 (80歳繊北)よ田蝿車会よ田部会長として地壇文

化の向上に尽力

謹理葺智子 (69歳・常入)よ田市民生児童書員として地域

の社会福祉活動に尽力

田口光一(74歳・横町)長野県文化財保謹審議会委員、上

田市文化財保護審議会畢員などを歴濯し、文化財の樺

護と慌存に尽力

田中立子 (66歳・三好町)清明小学校、域下小学校、及び

城下揮育園町学校歯科医、保音響圏歯科嘱託医として、

児童生徒の歯科保憧に尽力

土屋樺 (76歳・鎌原)よ田市民生児重委員として地滋の社

会福祉活動に尽力

手嫁弘造(78歳・大手町)保護司として犯罪予訪のための

世論芭尭や、明るい地埴社会づくりに尽力

長谷川たき(78鵡・額訪市)よ田市社会福祉基金への多額

寄附
細江敏贋 (70歳・車京都杉並区)上田市出身の写真章、ハ

り 田 K ・ンゲタの写真、歯科などの寄附

三原宏憧 (68歳・中之条〉 域下小学校の学校医として、児

置の憧庫管理、憧庫指導に尽力

村上過 (80麗・上室賀)第三中学校の学枝匡として、生徒

の健庫管理、健康指導に努めるとともに、上回しいの

み会理事長として社会福祉の向上に尽力

桐理琴子 (73歳・新田)上田市民生児童委員として地壇の

社会福祉活動に尽力

削i軍仁葺(74歳・新田)よ田市民生児童書員として地域の

社会福祉活動に尽力

山越昭人(76歳・国分)よ巴市腫業聾員会会長として揖輩

¥J拳加速大募集
市民自夏祭り、第32回「上回わっしょい」が 7月26日比)

の夜、開催されます。

こ白第32回「上聞わっしょいJに書却lされる 『連Jを 7月

4日制まで募集しています。

“踊るノ担ぐ/たたくノ"lUI白夜、おおぜい由皆さ

んと爽快な汗を流してみませんか。

皆さん白ご喜朗lをお待ちしています。

.r踊り連Jrみこし連Jr太鼓連」の同時募集

・自治会、職場、グル ブなどで参加ご希望の方l立、「はがき」などに必要

事項在記入のうえ、お申し込みください(FAX、Eメ jレ可)。なお、

「踊り連」として参加される連は、参加形態として、「正調の踊り」での参

加か「オリジナんの踊り(創作の踊り)Jでの参加かを明記してくださL、
・「踊り連」として参加される場合は、灯ろうが必要にEります。お持ちで

ない連は購入(8，000円)するか、レンタル(1，0日0円)していただきます。

また、連を統率する責任者 2人の方には、「勤番はっぴ」を着用していた

だきます。お持ちで在い連は購入(1枚8，000円)するかレンタル(1枚500

円)していただきます。

. r踊りコンテス ト」 今年は希望する連に限りその場で審査を行い、優秀

主連を選んで表彰します。コンテストに参加する連は「怠加するJIこOを

してください。
上回わっしょい実行委員会事務局(観光課同_______1
電話1l'l・5408 FAX 23・7355 Eメル kankoka@cit ueda.na ano.' 

[71 1五丘16

第32回上岡山っしょい応募要領

1連名

2・細形雌i踊リ〔正副 方リジナル(創削みこし日京阪

"犬人 (..盆以主J 名，.掴般i小掌笠話下 名

" 包

囲修 会主主 ..名'【

代表者氏名

住所'"使・ーから.・PしますJ
e道路 免lマ

電厩 F叫• • 町ろう if5{， oflい 船 賃削

S号 の他l 働・.，ぴ【2観必事〉鳴り，， ザ !il'>d'fll'肌{川 貸出( )鉛

一 勧コンテスト.肺る蜘は い

，..の還の ち 圃りの中 で書室します}
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目
腫
日

9
月
川
目
回

圃
申
込
受
付
期
間

7
月
同
日
開

s
n日
凶

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
(
よ
田
合

同
斤
舎
瞬
)
で
自
衛
官
等
揮
用
説
明
会

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
間
帯
現
者
、
先
生
、
梶
瞳
者
な
ど

ど
な
た
で
も
嘗
加
い
た
だ
け
ま
す
.

司
珂
持
品
目
同
幽
間
同
凶
回
同
国
園
出

7
月
6
日
間

午
碓
0
時
四
分
5
2時

7
月
引
日
開

午
桂
0
時
四
分
5
2時

-
と
き

ー防
衛
大
字
続
・
防
衛
医
科
大
字
続

に
つ
い
て8

月
叩
日
間

午
碓
0
時
担
分
5
2時

咽
皿

道
路
に
近
接
す
る
樹
木
の

倒
木
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

台
風
や
車
雨
な
ど
で
、
道
路
に
近
接

す
る
私
有
地
に
あ
る
樹
木
が
遭
簡
に
倒

6月1白骨広緩うえだP.llで紹介した6月29日田側催のメサイア漢鍵会(14凹 -f市民会館)1;1無料で院なく有

料(1凹O円)です.町正しお綻びします.

(8) 15.6.16 
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7
月
叩
日
出

8
月
四
日
出

午
前
叩
時

5
午
碓

3
時

開催
時間

開催白
(毎週)

開催会場| 所住

木曜臼

午前10時
~正午

火・水本
金隈臼

火水
木略目

中央北3-1-42大星児童
センタ

得科児童
センタ

水曜日

金曜巴水・木
金018

住吉551-1

大手2-4-41
(着明小学校内)

清明
こども餓

よ
悶
市
丸
子
町

W
A
岡
町
・
武
石
村
任

意
合
併
協
議
会
で
は
、

4
市
町
村
が
合
併
し

た
織
合
の
各
被
制
度
の
鯛
襲
、
将
来
構
忽
の

綴
定
法
ぴ
新
市
の
名
綜
候
補
の
選
孟
を
品
目
っ

て
い
ま
す
.

斬
市
の
名
祢
は
、
名
祢
募
集
は
ど
、
住
民

愈
向
を
備
側
部
し
な
が
り
仔
意
合
併
協
曲
調
会
に

布
い
て
幌
舗
を
選
定
し
、
法
定
合
併
協
陵
会

で
決
定
す
る
予
定
で
す
。

9
月
以
降
町
市
内
各
所
で
住
民
説
明
会
を

聞
惜
し
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
お
伝
え
し

て
い
く

ZAで
す
が
、
新
市
名
は
住
民
の
符

さ
ん
に
合
併
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
大
切
な
W

筑
紫
に
な
り
ま
す
の
で
、
大

勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

マ
自
転
車

(
6
1
7歳
用

)

マ

和

だ

ん

す

マ

洋

だ

ん

す

マ

セ

ミ

ダ

ブ

ル

ベ

ッ

ド

マ

二
段
ベ
ッ

ド

マ

折

り

た

た

み

テ

ー

ブ

ル

マ
食
卓
朗
テ
ー

ブ

ル

マ

学

習

机

圃
応
募
方
議

「
任
意
合
併
飽
陵
会
だ
よ
り
第

5
E可

(
6
月
41

日
発
汗
リ
)
」
内
の
応
事
は
が
き
、

F
A
X

官
製
は
が
き
、
ま
た
は
戸
ヒ
メ

ル
の
い
ず
れ
か
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

よ
、
任
憲
合
併
飽
援
会
事
務
局
へ

-
必
要
事
項

一

P

E
新
市
の
名
前
(
現
市
一

ー川

町
村
名
も
有
効
で
す
)
一
週

2

脚

②
提
案
理
由

一

樹

市

川

畑

霊

所

塁

喜

一事

山

崎

.
尊
重
脚
切

り

一

絵

閉

山

平
成
市
年
6
月
却
日
開

一
凋

浮

出

一

晴

亦

枇

(
当
日
消
印
有
効
)

一
併
置

l
叫

※
新
市
の
名
称
募
集
に
関
一
品
口
坦
開
削

す
る
詳
細
陪
「
童
書
一清

批
判
山

一
任
情

出

じ

併
協
機
会
だ
よ
り
第
5
-
1
u
-

レ

av
田
↓

号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

回
J
R

⑮
困

E

ー の館 に等館日 「一一ー---rでて=、 . をてで切あま象卜 とれ
と 相内来 白白 -z・・・圃ヱイ| ・ ・ ・ 聞 事はすにるすの口 固 い司

?2222きik層調書引53量25E5ifgZF住民話;
月置宣る蟹来いム ヨ ltAliI沼のリ つ 7 設国 2 道号 せ まるがでつ時見ど買力、円
1誓言方自画"'祝三 ... 軍軍司 ζ ハlい噌事 ヲ事に す主主あいいにとに、 E 車
目もなのをです百 c.彊冒E憲司 持 H什 てよ轄県 L覇 つ 。どりたて近予よ県さ両

田宮主霊需z荷重叫圃E国型訓 話1喜善iEぞ 警1Tq事F叫zti-
まイにまい平定通 却」ーl管 理つ 田は んなこ所る心こでま慢
すク応す方自立常・・・・・圃 官官 理 計い 出 、 の木と有私力、うもすを
。ルじ。をに坦は 首 謀 酉 て 墾 ごにが者有けし道。与
量て対仕を土・ー ロl へ 醒 は 所 協つ必力、地てた路え

車事 休曜・・・・・E一一一ノ 、 力い要適にい事パ る

l語司量買 だでで ど亀に
桶届自 l百Eこ さ き て 閉 い 想 守 主
問通jI保問のいま 一立さのきさ茎自由

組 ・育瞳ほ。すど金広な流園
聾しか のの塙場どの児
へま、 で金、をを場の
おす保 、場日開行の親

Rd講 義E霊管自重Z
告しに 軽、はて的や皆
わいよ に無次いで育さ
せこる ご料のま、兜ん

宅起草 高石長宅車両高
を く用り っす象

マ

シ

ル

パ

カ

ス

ト

マ

オ

ル

ガ

ン

マ
コ
ン
ポ

マ
エ
レ
ク

ビ

カ

マ

室

内

用

滑

り

台

マ

歩

有

器

マ

冷

蔵

庫

マ

ン

ュ

ー

サ

ヤ

得

除

構

マ

テ

レ

ビ

ゲ

ム

マ

子

ど

も

用

自

転

車

マ

自

転

車

マ

風

E
が
ま
(
都
市
ガ
ス

用

)

V
刀

ス

オ

ブ

ン

マ

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

マ

ス

チ

ル

棚

7
ソ

7
ァ

マ

テ
ー
ブ
ル

マ
割
畳
防
具
一
式
(
小
学
生
)

マ
運
動
善
一
式
(
神
科
小
学
校

・

サ
イ
ズ

1
2
0
m
)

マ
牽
い
す

マ

電

動

車

い

す

マ

電

動

ミ

シ

ン

マ

ク

ラ

シ

ッ

ク

ギ

タ

マ

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ

V
ド
ラ
ム

マ
工
レ
ク
ト
ン
マ
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス

映画『さよ~!3、クロ」
監笹 松岡錠司

血検 s月21日出か5よ田でんを館
にて

ロケ地北小学輯
塩田中学輯

妻失木聡、伊瞳歩、新井浩宜、
壷井勇太.佐麗陸太、持l
志ほか

出演

映画「スパイ・ゾルゲテレビ月曜ミステリー劇場
西村京志郎廿スベンス『毘罪lVJ

テレビ高 慣誼盟造(SBC)
放眠 8月30日伺岸後g叩-10日
ロケ 地市役所窓庁舎、別所温泉.上

園駅前居理屋、武石村ほか
加議刷、渡辺典子、母聾市畏，.
a、

ロケ抽
出演

出演

.とき 7!l6日岡14氾0- 園ところ 東都町サノテラスホール

・入場料大人1000円、子ども500円 .問合せ 庄村090-2554剖66
E蓮司問団瞬間苦言E謹周回E苛副田阪証書匪蓮宗華苦竃

15.6.16 [9] 
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闘

-
番
組

半
能
コ
ニ
柚
」
間
椙
祥
六

さ
ん
ほ
か
狂
言
「
木
掛
量
」
野
村

万
作
さ
ん
ほ
か
能
「
安
宅
」
観
世

喜
正
さ
ん
ほ
か

-
瞳
賞
品骨

前
売
帯
3
0
0
0円

.
量
置
帯
販
売
開
抽

7
月
刊
日
樹
予
定

・
臨
売
場
所

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

盟
主
化
傾
輿
謡
、
市
内
6
公
民
館
、

上
田
市
民
会
曲
、
耳
光
堂

牢
植
生
活
の
中
で
自
分
の
力
を
尭
揮

す
る
こ
と
、
聾
現
す
る
こ
と
が
苦
手
な

子
ど
も
た
ち
を
同
車
に
、
豊
か
な
自
黙

の
中
で
華
し
く
、
自
由
に
の
び
の
び
と

し
た
活
動
と
共
同
生
活
を
通
し
、
自
主

位
と
社
会
性
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
や
ま
び
こ
キ
ャ
ン
プ
を
翼

施
し
ま
す
。
マ
」
軍
棒
、

E
友
達
と
い
っ

し
ょ
の
富
加
も
出
来
ま
す
。

置
と
き

1

E

7
月
引
白
岡
3
8
月
2
自
国

2
皮

9
月
叩
自
国

・
H
日
田

-
と
こ
ろ

星
野
県
酒
坂
育
生
年
の
軍

(
蚕
坂
市
障
の
原
)

・
対
量

小
牢
4
年
生

S
中
牢
3
年
生

・
定
員

約
却
人

-
書
加
料

1
次

4
0
0
0円

2
担

3
0
0
0円

・
申
込
み

7
月
刊
日
出
ま
で
に
各
学

世
田
担
住
町
先
生
ま
た
は
生
涯
宇
習

醒
青
山
少
年
保
へ

-
そ
の
他

1
担

・
2
次
と
も
書
加
し

て
い
た
だ
く
の
か
原
則
で
す
が
、
都

合
が
悪
い
犠
合
は
、
全
日
程
書
加
出

串
な
く
て
も
槽
い
ま
せ
ん
.

地
続
つ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
、
自

分
直
の
衝
の
こ
と
で
話
し
合
っ
て
み
た

い
テ
l
マ
が
あ
る
方
、
イ
ベ
ン
ト
企
画

・

運
営
を
桂
睡
し
て
み
た
い
方
、
書
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
璽
戸
行
委
員
会
は
、
月

に
2
白
程
開
憧
し
ま
す
。

事
車
効
果
が
期
持
で
き
る
事
車

・
行
方
に
牢
枝
公
聞
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

聴
か
実
証
的
な
主
体
で
実
施
し
な
い

…
本
年
度
は
、
通
宇
区
以
外
の
方
に
も
書

事
業

…
闘
を
し
て
い
た
だ
く
学
校
公
聞
を
実
施

・
対
象
と
な
る
主
憧
団
体

営
利
団
体

…
し
ま
す
。

で
な
い
民
間
団
体
(
実
行
委
員
会
、

“

通
牢
区
山
舛
の
方
が
書
祖
を
希
望
さ

公
苗
法
人
含
)
で
あ
り
、
よ
田
市
内

…
れ
る
時
は
、
学
世
に
お
問
合
せ
の
う
え
、

に
拠
点
が
あ
る
団
体

・
主
蝿
団
体
と

山
各
挫
の
翼
施
要
項
を
こ
圃
隠
し
て
い
た

し
て
優
佳
ま
で
責
証
を
持
っ
て
軍
営

…
だ
き
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

が
で
き
る
団
体

・
婁
質
的
に
行
政
が

"

左
表
以
外
の
川
辺
小
・

揖
下
小

・
東

主
体
と
な
ら
な
い
団
体

…
塩
田
小
・
塩
田
西
小
の
4
桂
に
つ
き
ま

・
支
援
内
容
(事
車
内
容
帽
に
よ
る
)

…
し
で
も
、
各
世
の
嘗
園
田
轄
に
あ
わ
セ

助
成
金
の
交
付

・
公
共
施
世
利
用
の

…
で
宇
桂
公
聞
を
寓
施
し
ま
す
。

場
合
は
利
用
料
金
の
減
免
措
置
車

…

業
P
R
・
そ
の
他
制
面
的
支
揮

「
社
会
人
も
大
学
生
/
放
送
大
学
の
-
…

一
平
成
同
年
度
第
2
学
期
学
生
募
軍
一• 

腫
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の

山

由
道
授
韓
を
中
心
に
自
宅
で
学
べ
る
正

山

揖
の
大
学
で
す
。
短
期
間
在
宇
し
、
興

…

障
の
あ
る
科
目
を
宇
習
す
る
こ
と
も
で

…

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
を
。

-
出
願
霊
付
期
間

8
月
引
日
回
ま
で

…

(
大
牢
院
器
士
会
科
生
は
9
月
1
日

…

聞
か
ら
時
日
凶
ま
で
)

一
小
学
校
の
学
校
公
開
を
一

一実

施

し

ま

す

一

上
田
市
町
小
学
世
で
は
、
こ
れ
ま
で

…

樺
種
者
の
方
や
通
学
区
に
お
住
ま
い
の

山

上
田
町
璽
の
風
物
詩
に
も
な
っ
て
い

る
、
上
回
埴
軒
離
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
上
田
堀
を
商
-mに
極
り
広
げ
ら
れ

る
幽
玄
の
世
界
吾
お
棄
し
み
く
だ
さ
い
。

圃
と
き

8
月
泊
日
同
午
後
5
時
四
分

開
演
(4
時
四
八
押
開
場
)

-
と
こ
ろ

よ
田
堀
櫓
門
前
広
場

(
雨
天
時
は
市
民
主
歯
)

( 

「
上
田
市
文
化
支
援
事

業
」
を
募
集
し
ま
す司

ぃ
、
聴
き
た
い
と
希
望
し
て
い
る
公
潤

事
量
で
、
市
民
の
方
自
身
が
主
値
開

値
す
る
文
化
公
置
事
車
(
量
質
事
輯
)
を

曹
聾
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
生
涯
学
習
盟
文
化
指
興
訴
ま

で
申
摘
を
し
て
く
だ
さ
い
(
所
定
の
用

紙
か
あ
り
ま
す
の
で
、
極
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
)
。

な
呂
、
申
開
蜜
付
朗
聞
は
9
月
末
固

ま
で
に
な
り
ま
す
。

-
対
象
と
な
る
事
章

平
盛
時
年
度
以

障
に
開
憧
予
定
の
文
化
公
理
事
量

(
櫨
貰
事
輯
)
・
全
市
的
文
化
公
演
穆

揖
・
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
事

揖
・
上
田
市
内
で
開
値
す
る
事
揖

t 

-学後公開日程

15.6.16 [ 10 1 

31・2001

31・2014

.7月の粗大ごみ回収日
7月19自国…クリーンセンター駐・渇
回収時聞は午前10時~正午.処理費用〈実費)がかかります。

25・3721

22・0804
23・1621

担*2515

6月23日閣-27日出

10月四日明 -24目出
22・0652 ~t 

一一22・4曲4 中塩田，，，月10日間-12日刷

満里

川西

南

清明

22・0105東

神科

・1&
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圃
日
程
世
帯
左
聾
の
と
お
り

〈
時
聞
は
い
す
れ
の
回
も
午
撞
1
時

泊
分
か
ら
)

-
と
こ
ろ

信
漉
国
分
寺
量
料
館

圃
定
員

町

人

-
霊
聞
料

1
0
0
0円

・
申
込
み

6
月
引
日
出
か
ら
置
話
で
信
濃
国

分
寺
歯
科
瞳
へ

郷道留.さん
《隻野県立思史勉学芸隠畏】

宮本 遺 郎8ん
t上関市，..さん主任〉

置
と
き

7
月
四
日
間
午
碓
4
時
間
置

(
午
憧
3
時
間
窃
)

罵
1
部
(
判
分
)
、
地
元
女
声
合
唱

(
四
分
)
、
車
2
部
(
印
分
)

-
と
こ
ろ

上
田
市
民
会
館

園
内
容

音
韮
軍
の
三
唖
成
彫
さ
ん
を

指
導
者
と
し
て
、
政
財
界

・
文
化

・

学
簡
な
ど
各
界
の
著
名
人
で
構
成
す

る
六
本
木
男
声
合
唱
団
に
よ
る
男
声

合
唱
と
地
元
女
声
合
唱
団
の
出
潤

圃
入
場
料

2
0
0
0
円
(
主
席
自
由
)

・
チ
ケ
ッ
ト
阻
級

耳
光
量
楽
器
居
、

平
安
堂
(
星
野
庖
・
南
松
本
庖

・
上

田
庖

・
よ
回
し
お
だ
野
庖
)
、
教
育

委
員
会
生
霊
学
習
理
主
化
振
興
孫
、

上
田
市
文
化
会
館
、
上
田
市
民
会
館
、

よ
田
商
工
会
陣
所
、
信
州
国
陣
音
楽

村
(
丸
子
町
)

彫
刻
の
見
か
た
・
作
り

か
た
を
実
習
し
よ
う

立
体
造
形
と
し
て
芸
荷
の
根
調
的
で

主
要
な
慣
域
で
あ
る
彫
制
の
見
か
た
、

作
り
か
た
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

今
回
は
、
初
心
者
の
方
も
、
桂
履
者

の
方
も
い
っ
し
ょ
に
学
べ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

圃
と
き

下
車
の
通
り

(
時
聞
は
い
す
れ
の
回
も
午
前
9
時

か
ら
午
憧
4
時
ま
で
)

圃
と
こ
ろ

中
央
公
民
曲

圃
定
員
四
人
(
先
着
踊
)

圃
憂
問
料

4
0
0円

・
材
料
置

初
心
者
コ
ー
ス

1
5
0
0
円

程
瞳
者
コ
ー
ス

2
0
0
0
円

-
持
ち
物

昼
食
、
小
刀
、
大
き
め
の

ビ
ニ
ル
袋
2
世
新
聞
紙
1
日
分
、

粘
土
へ
ラ
(
西
洋
料
理
用
ナ
イ
フ
で

も
苛
)
1
本
、
ピ
マ
ン
2
個
(
初
心

者
コ
!
ス
の
方
の
み
て
ス
ケ
ッ
チ

ブ
y
夕
、
B
4
の
甜
軍

国
申
込
み

6
月
四
日
出
か
ら
直
接
ま

た
は
圃
話
で
中
央
公
民
曲
へ

題沢貞雄
さん

嘩刻家)

芯梅に盟材を
つける

芯績に塑材を
つける

甑の;芯を
つくる

芯に箆材を
つける

芯こ塑併を
つける

申
込
み
は
書
加
料
を
覇
え
て
6
月
羽

田
岡
守
り
体
育
醜
へ
.

な
あ
、
日
曜
は
変
更
に
な
る
こ
と
も

芯織に鍾材を
つける

あ
り
ま
す
の
で
申
込
み
時
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

埼
玉
県
の
川
越
方
面
の
文
化
財
(
喜

多
院

・
川
越
埴
芯
丸
田
障
な
ど
)
を

勧
ね
ま
す

-
定
員

間
人

・
嘗
加
料

5
0
0
0円

・
申
込
み

害
加
料
を
覇
え
て
博
物
掴
へ

・
そ
の
他

昼
食
を
持
書
し
て
く
だ
さ
い

い
よ
い
よ
プ
l
ル
の
季
節
ノ

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

8 J'j 5臼-10月14自の火咽目
〈会10固)午前9跨3。分-11跨30分

7月初日-10月14の火曜日(全12回〉
①午前10跨-11時30分申 午 後6

時初分-8時のいずれか

8月2日-，月13臼の土曜日
(金7悶)午後7時"分-8時45分

8月20日-'0月22自の水曜日
〈全10@J)午後7略30分-，開

-
と
き

7
月
6
日
回
午
前
7
時
四
分

よ
田
駅
温
泉
口
出
発

-
R牢
先

6月28自国-，月 7日田
午前g情~正午

午後，.寺-，時お分

6月28日出-，月 7日(同
午前9跨~正午
午後 1時-，崎

自然運動公園ブール
(包38'6200)

上関公園プール
(O24'9814) 

無斜
7月1日出-8月318回
午前9時~午後4跨

7}j'日出 ツルヤ大屋慮、マツヤよ図底011酉)
7 A12目出西友敬和磨、西友三野町膚.Aコープコア旭国庫
7月19日比ト マツヤ上回インター庫、やおふく上場底
7見26日出ト ジ，スコよ図鹿、しおだ野シ，ッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル7月の日程
回収崎間隠午前10時m 正午(晴間厳守).

11阜のぴん、缶.省領、古布が幽tきます.[11) 1丘ι16
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目 曲納 殴 は 描 く与今_-1き ら に 場

自主竿会 事 害電E・且J 古書 費 接

J 
す

7
月
時
日
出
5
叩
日
嗣

-
と
き

r 

8
月
叩
日
岡
午
前
8
時
四
分

15.6.16 [12] 
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聖付1.
.市県民 後 1期

l 市 l

書
S 

!tii!il環規隈
(包唖1.23・引20) 便利で確実な口座援替のご利用を

児

結

+ 
保育 ・子育て相談毎遁月~金曙臼

〈・..網目劇 9 凹-16:00

保育 ・子育て相談!毎週月 ・火瞳自
0"農相殿 I9 :00.......16:00 

4 

0 
0 

母袋市毘が市政に射する皆さんの

ご意見を直接指睡きし、「生活者起

点」の市盟運営の量参考にさせていた

だく「市民と市星の日」を開催しま

すo.加を希望される方l率直申し込

みくだ古い。

立宙、関悟闇員も同席させていた

だきます。

[13] 1丘丘 16

よ図市福祉会館

社会福祉飽思会
(雷27・8民狗)

社会福liI:也竃会
(..22・3曲目

上回商工会‘所
(包22・45曲)

一市民お気軽集会

「お元気ですか?市長です」
母袋市長が、皆さんのお住まいの地区に直接お伺い

して、気軽に語り合う「お元気てZすか?市長です」力t

B月19日闘の伊勢山宣活改善センターから始まります。

市長が日ごろ考えている「生活者起点」の市政運営に

ついてお話をしながら、皆さんと自由に語り合います。

市政に望むことや、皆吉んの夢などをいっしょに話

しながら、積極的に市政に霊童画していだだきたいと思

います。

開催日時や会場は、随時、

広報うえだや開催地区の自治

会回覧でお知らせします。お

住まいの地区にかかわらず、

どなたでもご参加いただけま

す。

開催時間は午後 7時力、ら 2

時間程度です。

・問古せ

秘書謀(宮22・4100圃1116)

-と き 7月25日幽午前10時~正午

・ところ 市長宜(市世所本庁舎3階}

・対 量市内在住か在勤の方(グループでも可)

・軍第人数 5人(組〉

・想敵時間 l人(組)につき20分程度

・申込み

はがき .FAX. Eメールのいずれかに必聾本項を記入し、 7月3日捕まで

[必曹]に申し込んで〈ださも、。

・記入事項

住所・氏名 年齢職聾・電話番号・酷したい向審(市政に倒すること)を

肥入してください。なお、グループでの申込みの織合は、請書加入置と代表者

の住所・氏名などを記入してくださ L、。

・申込先

「はがきJ.....碍6.8601 上国市世所総省盟内 「市民と市長の目J係

rFAXJ 園23・5111 上田市役所硲・盟内 「市民と市長の日」係

rEメール」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp(件名を、 「市民

と市長の日申込み」としてくださ") 

・その他

応募者多量の樋告は、納遣をさせていただく掛合があります。開催日の一

週間ほど前に、申込みの結果を全員の方にお知らせします。

・間古t! 届曾盟(冒22-41似濁 lll2)

、、



-胃検診のお知らせ
申し込み済みの方には、車内のはがきを古送りします。

申し込んでいない方も、当日横査が聖けられます。

.対~ 35歳以上白方

.横壷内容 ハリウムを飲んでから×融で胃部の間接揮監

を行います

.豊付時間午前7時4白手-9時

.横齢料 900円

・瞳診前に珪軍すること

O横診目前日のjlZ9時から横診が終了するまで、飲貴物は

いっきいとらないでください。また、刺激物・アルコ

)~類は控えてください。なお、 畢い時期に芯りますので、

亜9時までは必要な水分をじゅうぶんにとってください。

O検診時の服装は ファスナーボタン金員額がなければ

着用ししたまま検診が畳けられます。

0胃の手摘を畳11た方や治療中の方、妊娠している方や妊

娠の可能性のある方は樟酷を聖けられません。

.胃横診 7月白日程

自 程 A 会 場 B 会場

7月1B凶.2日嗣 JA中塩田支所
豊改a醤Eセ農ノ村タ環湧

7月3日同
防東災部セ地ン直ター

7月4日樹・7日開

7月BB叫 下之郷公民館

7月9日同・10日同 相染閣 よ野が丘公民館

7月11自国 西塩田会姐

7月14日開ト15日間 鈴子公民館

7月16日刷・17日同
健塩'"セ図母ン子ター

塩民地区公民舘

7月1日日幽 下郷公民館

7月22日同 保野公民館

7月23目附 ひもろ木圏

7月24日同ー25日幽 川西社会構粧センター 保役健所センタ
{市 南序番2階}

7月2B日開 小県区民会館

7月29日出 川西支所

-骨健診の日程について
今年度は、例年の約15告の方の申し込みがあったため、

当初予定していた7月のほかに、新たに10月 11月にも健酷

苦行います。申し込んだ方には個人通知で日程をあ咲自らせ

します。.rひきこもり」についての講演会
「ひきこもりJ1:1<1、さまざまな要因で社会との撞点が持

てす、自宅以外での生活力、昼間にわたって先われている状

瞳をさします。「ひきこもり」についてお悩みの方、関心が

ある方、お出かけください。

.と き 7月9日間午後 1時3C升~

・ところ 文化会館

.. 潰 「ひきこもりの身体と心と社会

~その理解とそこからの脱却-J
・講 師 信州大学憧車管理センター・小林正信さん

.rひきこもり」に悩むご家族の方ヘ
「ひきこもり」のE子さんを持つご章族主どを対象こ、相

鮫員(尭量心理相談員・保健師)との個別相談やご軍監どう

しの主官の場として定期的に開橿しています。

・ と き i と」争

7月7B聞

7月2B日間

川西社会循祉センタ
13:30-15:30 

ヨめ胡青少年mーム

-こころの相談日
心の健鹿や生活のことで相談がある方I志、本人・家族1d.

どどなたでもお気軽にご帽扱ください。

圃とき 7月9日嗣 23日嗣

午前9時四分-11時30分( 人 1時間)

.ところ 布控所南庁舎6階会聾室

.相談担当 精神惇鍵福祉相続員・保健師

・申し込み 電話等で憧康推進課へ[予約制]

・その他 慌憧師による相談は随時行っています

jMWホω~ωvNAω、-i
i7月の乳幼児健康診査・敏章 i

.、，.、，.、，.、，.、，.、，.....
1>壷付時間 ①乳幼児健康器査(4か月児 ・1歳 6

か月児 ・3歳児) 午桂 l時-1時45分 ② 2歳児教

室午後 l時-1時15分[缶、②とも畳付は午後 O時30

分からJ1>持ち物 ①乳幼児健康器査母子健康手

帳、健康世査車(赤ち φん手帳の中にありますので記

入してお持ちくださL、。 3蕗児は自宅で祖力・聴力検

査を実施して、結果を記入してくださ L、)、ハスタオ

ル、おむつ、歯ブラシ(1揖 6か月児)0 3揖児は、尿

検査の容器をお送りしますので、お持ちください ② 

2歳児教室 母子健康手帳、おたずね用紙、歯プラ γ、

コップ、おやつ代(実費)、おやつ周はし ・フ才 一クな

どとおilll 1>問い合わせ 憧鹿推進課(<>23・8244)

1歳 6か月

3 歳

2蟻児教室

・JII酉社会摘値センター[竃掴・川西槍Eの方のみ)

1 4か月 7月29日 15.2.16-3 .15 

・塩田母子健康センター(塩図・/IIi!i地Eの方のみ}

11歳 6か月 7月 1日 1 13.11.16-14.1.15 1 

※塩田 ・川西地区の 2綾児教室・3歳児鍵惨"入 8月です。

・個別10崎、月児健診(市内申聾庇匡:.機関)

l個別10か月 17月 1日-31日 14.8.16-9.15

. ※対象者には個別に通知します。詳しくは、健康推進操へ。 .・.........................................
1丘6.16[14) 



H E A L T H 

保健ガイド
慨推進課(国~ I 

-ツベルタリン反応検査・BCG

予防接種(集団接種)【前期】

-接種方法 ツベルクリン鹿応検査を行い、 48時間後に判

定して陰性のお子さんに BCGを撞種。体調等の都合で

BCGを撞種できなかった場合I~、判定後 2 週間以内で

あ札ぱBCG撞種が可能です(ツベルクリン直応検壷か

らやり直す必要拡ありま甘ん〕

・畳付時間 午後1時30升-2時10分

・持ち物 母子健康手帳、予診察(赤ちゃん手帽の中にあ

ります.体温以外は記入してお持ちください)

・ツ反 BCG予防接種白日程

酋骨よミ民館

中炎公民館

川辺町会館

JlIi2l町会館

中央公民舘

7月1日凶

7月2日刷17月4

-三種混合予防接種(個別銭劃【前期]

-実施期間 7月1日ω-9月初日凶

・翼施場所 il3i主りした通知をt/l照いただくか、平成15年

度保健ごよみをご覧くだ古い

・撞置方法 3-4週間の間隔で3固撞橿

・撞種料金 需料

[15] 1互6.16

G U D 

-風しん予防接種(個別接種)【前期】
桝目①l'李成13年4月18-12月3¥目盆まれのお子さん

型②|号fEt3f-TEEZ幸子で糟種の肝さん

※①の対象者こ'"月。旬こ通知を送付します.

・童施期間 7月1日出-9月30日凶

E 

・童施鳩所古送りした通知を多照いただく力、平成15年

宜保健ごよみをご覧ください

固接種目散 1回

.接種料金調科
/一一一一一一一

・注意事項.
ツ皮・ BCG、三種耳合、且しん(共通}
O市内に住民繋がある方、外国人量録している方が肘象
。撞種前に赤ちゃん手帽の予防撞種の説明をよくあ腕み

ください。
O生ワクチン(ポリオ、苗たふくカぜ等)撞彊後4週間

以上、不活化ワクチン(日本脳出、インフル工ンザ等}
撞種桂1週間以上経過してから畳けてください。

三種理吉、且しんのみ
0・E前に医練噛聞に電話予約をしてくださL、
0体温l手撞種時に湧lります.体高官十をお持ちくださし、。
0週間(①の封聖書のみ)、母子健庫手帳体温軒、予

酷票(赤ちゃん手輔の中に入っていますので、体温以
外!志位入して)をお持ちください。

ツ反・ BCGのみ
O体温は会場で剥定し予障理に位入してください。
O泊療中または経過をみている購買がある場合には、主

治医に前もって栂践し、酷断書または意見書をもらっ
てください{当目、撞彊匡が司書考にして撞種の可否を
訣めます}。

0対象地区の日程で都合が悪い場合には、別の日程で畳
けてください。

-風しん予防接種を受けていない方ヘ
市内に住民票がある昭和54年4月2日から昭和62年10月

1固までに生まれた方のうち、風しんの予防接種を畳けて

い牢い方を対象に予防接種を行います.

風しんI~，且しんウィルスの飛沫により感設する急性の

尭しん性串染症です.一般的に軽症のことが多く 2-3日

で固置することから「三日ばしか」とも呼ばれていますが、

妊婦が妊幅の初期に感染すると胎児にも感染し、先天性異

常児の出産(先天性麗しん症候群)が起こることもあるため、

この年代に巌当するかたの撞置を古すすめしています。

ただし、風しんにかかったことが明らかな方、麻しん・

おたふくかぜ・風しん連合(MMR)ワヲチンを撞種した方"

撞置の必要はありません。また、妊握中町方I~積極できま
せん.女性の方1<1、撞置憧2か月間1<1亜妊が必要です。

・婁施期間 7月1日出-9月30日出

.童施場所申し込んだ方にl季、接種する医療機闘をお知

らせします

.撞種輯童用料

圃申し込み 8月29日出までに、瞳車推進課の窓口へ直撞

iI3$し込みいただくカ¥はがきに ①氏名 ②生年月日

③住所 ④郵恒番号 ⑤・E番号 @r風しん予防撞

種希望」と配入して、よ田市鍵車推葺諜(.. 担6-8601

上田市大手 1-11ー16)ヘ
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-禽中毒にご注意くf..ざい
5月下旬、市内で発生した食中毒 r0157Jについて正しく知り、食中毒を防ぎ

ましょう。

Q 0157って何ですか?

病原性を持つ大腸菌のひとつで

す。 その中でベロ毒を産生する奄

ので、 「路管出血性大腸菌」とい

われます。

Q 亙ん首時感染す岳町ですか?

牛怠どの家事の麓便を介して、

水や良晶が活染され、人に感染し

ます。体力ガ低下し尼崎区、汚染

された食べ物を良ベる怠どの条件

が重なることで発症しま管。高齢

者や乳矧児怠どにも注憲ガ必要で

す。

Q I!:ん草症状に桔吾のですか?

その桂理由しい腹痛や血便となるこ

とがありま害。また、まれ巴尿毒

症怠どの合併症を起こし、重症巴

なる場合もあります。

Q I!うすれば予防でをますか?

・調理や禽事の前、トイレをすま

世E後l耳、必ず石けんで手をよ

く洗う。

-ま怠板や菜曹は「生の肉や魚」

用と「生で食べる野菜・果物」

用と巴分ける。

75"(; 1分以上の加黙で菌は死混

するので加黙を十分巴行う。特

区、ハッパグ等は中ま

通っているか確認する。

・食畠は常温E政置世ず、冷凍庫

か冷蔵庫区保寄する。

潜伏期闘がおよそ2-9日と他

の食中毒より長〈、腰痛や下痢の

ほか発勲やだるさといっIt;rかぜJ
のような症状ガはじめ巴みられ、 *症状がでたιを，;<，早めに受診しましょう。

に気をつけましょう

6月1日か5今年度の会員期聞が始まりました。加入の手続きはお済みですか!
まだ入5れていなし1皆さんの加入をお勧めします。

』二 b会員期聞はワ 掛金納
年5月31固までです.日ヨ b会費即 時置は1

b加入方法lまつ 市役目

司苦 塩田支所川西支所マ

b対象とtJ.る事故はつ

(J.) 動車や一、 子の運行中.-

芸達 吉みます・また
事故も対象になります.

2画壇画面 いても、警察の事故証明があれば対象になり

'ーーー まれ 晶ccc ，，__ .......，'" _. ，__~" 品串 明
zl孟þ l>対象とな邑悲し1事故1;;t~1.， 盤豆または揖免許

- - 運転酒気帯び運転1::-，よ<>__W，抵，15"&1;.
路上で転んだ刷、自転車引ィク司君事

して歩いている時の事故は対象になりません。

b見舞金の支給額l立つ 事故発生から1年以内

~，..gー の被害程度に応じ見舞金が支給されます.見

#.ー司 舞金は、通院2日以上から対象となります.
L...-

生舌環境課(宮23-5120)

2年以内に

、 たときは、

つ 交通事故で負傷

損事故でも直ちに警察署に届

故扱いの場合は支給制限があります。

bその他 見舞金の請求期間は、 事故発生の日

から 2年以内です.まだ請求していない方は

ご注意ください.

なお、自分の不，主意による交通事故でも、

けがをした場合には見舞金が支給されます.

15，且16[ 16] 



小学生が田
市内の小学校では、毎年「学習田Jで田

植え・稲刈りを行っています。

5月26日間にI草、靖明小、北小、西小の

児童が田植えを行いました.

初めて田に入る児書も書く、泥の感触を

最初は気持ち悪がっていましたが、次第に

慣れて、田植えを楽しんでいました。

r..語、植えた稲は、秋に児童が収種する

ことに立っています。

[17l 1丘6.16
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ン
ゲ
タ
由
業
績
の
中
で
特
筆
す
べ

き
占
の
一
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
協
会
に
作
品
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

協
会
は
ア
メ
リ
カ
白
首
都
・
ワ
シ
ン

ト
ン

D

C

に
あ
り
、
合
計
刊
の
博

物
館
と
美
術
館
、
そ
れ
に
国
立
動
物

聞
か
ら
な
る
世
界
最
大
白
博
物
館
白

集
合
体
で
あ
り
、
ま
た
研
究
機
関
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゾ
ゲ
タ
の
写
真
は
現
在
、
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
協
会
の
一
つ
、
国
立
ア
メ
リ

カ
歴
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
陣
物
館
の
内
部
資
料
か
ら
、

ン
ゲ
タ
白
写
真
が
永
久
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
シ
ゲ
タ
か
ら
の
作
品
寄
附
は
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
側
の
強
い
要
望
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

そ
れ
に
加
え
、
当
時
の
担
当

芋
芸
且
が
所
蔵
作
品
は
シ
ゲ
タ
の
代

表
作
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
す
。

国
立
ア
メ
リ
カ
歴
史
博
物
館
に
は
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
関
す
る
展
示
ゃ
、

第

2
次
世
界
大
戦
中
に
強
制
収
容
さ

れ
た
日
系
人
の
歴
史
を
、
ビ
デ
オ
機

器
や
模
型
等
を
使
っ
て
わ
か
り
や
す

く
展
示
す
る
z
〉

冨
0
2
司
S
F
E

己
E
O口
一
一
〈
も
っ
と
完
壁
な
国
軍
を

目
指
し
て
)
の
コ
ー
ナ
ー
等
が
あ
り
、

多
く
白
子
ど
も
た
ち
が
熱
心
に
見
学

し
て
い

L

ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
起
き
た
同
時

多
発
テ
ロ
に
関
す
る
展
示

「
回目司、吋

回
富
田
回
目
日
」
も
行
わ
れ
て
お
り
、

こ
の
博
物
館
を
見
学
す
れ
ば
、
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
か
ら
現
代
の
問
題
ま
で

一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

実
際
に
行
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
ン

ゲ
タ
か
ら
の
寄
贈
作
品
が
は
点
、
そ

白
他
か
ら
申
寄
贈

3
点
、
ア
メ
リ
カ

の
総
合
写
真
企
業
ア
ン
ス
コ
社
か
ら

依
頼
さ
れ
試
作
し
た
と
思
わ
れ
、
同

社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
カ
ラ
写
真

2

点
の
合
わ
せ
て
げ
占
"
が
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
作
品
目
点
の
う
ち

2
占

は
、
お
そ
ら
く
日
本
に
は
無
い
作
品

と
思
わ
れ
、
試
作
品
に
つ
い
て
も
、

日
本
に
は
無
い
珍
し
い
作
品
で
あ
る

の
と
同
時
に
、
シ
ゲ
タ
白
カ
ラ
l
写

真
技
術
が
高
く
、
企
業
か
ら
自
信
頼

が
厚
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

C 

す。
上
田
市
が
所
蔵
し
て
い
る
写
真
の

中
に
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
会
で
シ
ゲ

タ
が
個
展
を
し
た
時
の
写
真
と
恩
わ

れ
る
も
の
が
あ
り
、
シ
ャ
ノ
ン
・
ぺ

リ
ッ
チ
芋
芸
只
に
見
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、

1
9
6
4年
の
国
立
ア
メ

リ
カ
歴
史
博
物
館
開
館
前
に
あ
っ
た
、

当
時
白
ア
メ
リ
カ
国
立
博
物
館
で
の

個
展
白
様
子
で
あ
る
日
』
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ベ
リ
ッ
チ
学
芸
員
に
よ
れ

ば、

1
9
6
4年
以
前
の
展
示
写
真

と
い
う
の
は
珍
し
く
、
国
立
ア
メ
リ

カ
鹿
史
博
物
館
に
と
っ
て
も
大
変
貴

重
な
写
真
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
白
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
立

博
物
館
施
設
で
あ
る
ス
ミ
ソ
一
一
ア
ン

協
会
に
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
、
大
変
名
替
な
こ
と
で
、
世
界

中
で
誇
れ
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
協

会
側
か
ら
の
怯
顕
だ
っ
た
白
で
す
か

ら
、
シ
ゲ
タ
白
作
品
が
い
か
に
慣
れ

て
い
た
か
を
一
市
す
も
の
と
言
え
ま
す
。

メァ時
子

也
幡

圭
晶

協
個

ン
の

ア
で

一
一)

ソ
館

三
物

ス
悔

の
立

年
呂

町
カ

叩
リ

文

時
四
四
四

-++-
Z文

鈴

子

隆

畳

若
き
臼
の
わ
が
胸
の
-与
と
赤
き
陽
は

U
J伽

e

晩
置
の
中
を
燃
え
沈
み
ゆ
く

超
戸
羽
生
田
め
く
英

校
庭
の
め
〈
り
の
桜
葦
と
な
り
て
子

ら
お
の
が
じ
し
学
び
ゆ
〈
な
り

緑

が

丘

西

宮

織

率

穆

底
し
れ
ぬ
被
害
あ
る
ら
し
ク
ラ
ス
タ

弾
逃
れ
る
術
な
〈
悲
し
み
斑
る

佳

作

甲
困

神

畑

近

雇

雅
え
一'

民
吹
き
刊
に
並
び
さ
す
り
ぬ
回
向
柱
雨

の
ひ
と
日
を
善
女
と
な
り
ぬ

築

地

倉

海

昭

夫

連
嶺
晴
れ
学
提
出
陣
セ
ピ
ア
色
ふ
る

さ
と
駅
の
ホ
ム
に
作
て
ば

松

尾

町

大

石

治

時
光
を
照
り
返
す
道
メ
ー
デ
ー
の
足

音
軽
〈
通
り
過
ぎ
行
〈

丸

堀

長

谷

川

賞

膨
ら
み

L
水
仙
の
膏
眺
む
れ
ば
ふ
つ

」
っ
と
揖
〈
反
戦
の
歌

神
科
新
屋
間
島
喜
志
子

桜
ぱ
な
珊
理
と
咲
〈
下
を
ゆ
〈
吾
が

誕
生
日
幸
い
か
み
し
め

下
常
国
溢
薦
問
肌
チ

冬
の
間
貯
め

L
カ
を
街
路
樹
は
春
の

舗
道
に
棺
き
と
し
て
出
す

t 

同
ト
同
国
間
旧

μ同
回
同
旧
岡
崎
凶
~

垣

敬

古

山

首

俳

句

1
0
7
句

川
柳

1
1
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肘

2
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品
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矢

沢

図

中

の

り

子

役
目
軒
え
わ
が
生
き
る
道
き
わ
め
た

〈
歩
み
て
行
け
ば
喜
寿
の
名
の
駅

中

野

本

木

節

子

さ
障
を
ロ
に
含
め
ば
魁
夷
の
画
「
白

馬
の
会
」
の
車
E
並
置
す
る

選
者
縁

イ
ラ
ク
戦
果
て
て
空
し
さ
限
り
な
し

花
咲
き
花
散
り
人
は
踊
れ
ど

保

野

清

水

ゆ

き

子

月
光
町
か
け
ら
の
如
〈
牡
丹
散
る

岩

下

尾

沢

敏

裟

信

燕
来
て
妻
に
も
旅
の
予
定
あ
り

鋼

所

竹

内

み

さ

お

リ
ラ
冷
え
や
太
郎
山
に
は
逆
古
書

佳

作

大

量

斎

藤

俊

樹

水
き
日
を
み
な
う
つ
む
き
て
片
栗
は

築

地

倉

郡

昭

夫

草
雲
雀
つ
つ
つ
つ
つ
う
と
畦
に
消
ゆ

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

世
し
さ
が
哀
し
み
に
負
け
遅
桜

常

国

間

礼

子

一
片
の
花
孟
に
野
外
事

上
m
H
木

田

信

昭

吾

は
つ
夏
の
風
に
吹
か
れ
て
-
人
坐
す
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士
t
M
Bの

・
ヲ
ザ
仰

4

'

f

」
本
刊
は
現
』

市

W
U

宮崎

k
さ

引

田

[

絡

朝

日

市誌編さん室
(宮25・9741)

平
成
H
年
度
に
発
行
し
た

『
上
田
市

誌
』
7
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
編
6

『其
田
氏
と
上
回
揖
』

山
映
白
星
真
田
白
地
よ
り
身
を
起
こ

し
た
真
田
幸
隆
か
ら
松
代
に
静
鮒
と
な

る
真
田
信
之
ま
で
由
、
お
よ
そ
剖
余
年

に
わ
た
る
真
田

一
膝
の
睡
命
な
生
き
ざ

ま
を
中
心
に
、
居
城
上
田
峨
、
そ
し
て

現
在
の
上
田
市
商
地
の
原
型
と
な
っ
た

よ
凹
城
下
町
の
醇
成
と
整
備
等
に
つ
い

て
記
述
し
て
い
ま
す
。

歴
史
編
7

『
拙
下
町
上
回
』

真
田
氏
の
跡
を
受
け
継
い
だ
上
田
藩

主
の
仙
石
氏
3
代
、
松
平
氏
7
代
田
お

よ
そ
2
5
0年
聞
の
上
回
域
下
町
に
つ

い
て
ふ
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
こ
の
時

代
の
帯
主
や
侍
、
商
人
、
職
人
の
住
ま

• h 。

い
や
暮
ら
し
を
中
心
に
具
体
的
に
記
述

し
て
い
ま
す
。

近
現
代
編
1

『新
し
い
社
会
を
求
め
て
』

上
回
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
江
戸
時

代
怯
半
か
ら
現
代
へ
か
け
て
上
田
が
近

代
化
し
て
き
た
よ
う
す
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
特
に
市
政
を
中
心
に
し
て、

政
拍

・
制
度
・
計
会
運
動

・
産
業
経
軒
・

交
通
・
生
活
環
境

・
戦
争
な
ど
を
と
お

し
て
、
近
代
・
現
代
田
あ
ゆ
み
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
記
述
し
て
い
ま
す
。

近
現
代
繍
3

『現
代
産
業
へ
の
あ
ゆ
み
』

上
回
の
産
業
の
中
で
、
特
に
農
業

・

林
業
・
融
業
・
工
業

・
建
設
業
、
ま
た

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
業
な
と
の
あ
ゆ
み

と
課
題
に
つ
い
て
、
明
治
か
ら
現
在
ま

で
を
時
代
ご
と
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

近
現
代
編
2

『歪
都
上
回
四
車
光
』

江
戸
時
代
以
降
、
特
に
上
団
地
方
の

桂
商
を
潤
し
た
養
蚕
・
蚕
祖
業
、
制
査
開

業
白
歴
史
を
ひ
も
と
き
、
「
蚕
都
上
田
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
と
、

そ
れ
ぞ
れ
白
発
展
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い

ま
す
。

民
俗
緬
4

『古
語
り
や
伝
説
と
方
言』

白
熱
現
象
か
ら
の
天
気
予
知

・
民
間

暗
法
な
ど
の
民
情
知
識
、
昔
話
・
伝
説

・

こ
と
わ
ざ
、
ま
た
方
吉
田
な
ど
に
つ
い
て
、

上
団
地
域
の
人
び
と
が
口
で
硲
り
伝
え

て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

人
物
編

『明
日
を
ひ
ら
い
た
よ
目
白
人
び
と
』

上
岡
市
域
に
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
上

回
と
探
く
か
か
わ
り
、
上
田
地
域
自
た

め
に
活
脱
し
た
り
、
社
会
の
た
め
に
尽

く
さ
れ
た

1
2
5
名
白
人
物
の
経
歴
や

業
績
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
ま
す
。
背
少

年
に
夢
と
希
望
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
願
勺
て
い
ま
す
。

な
お
、
『
上
田
市
誌
』
は
、
自
鼎

・

歴
史
・
近
現
代
・
民
悔
・
文
化
財

・
人

物

・
別
荘
の
各
編
を
金
別
冊
に
ま
と
め

て
お
り
、
い
ず
れ
も
続
み
や
す
く
、
分

か
り
ゃ
す
く
、
し
か
も
学
術
的
価
値
の

高
い
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
陣
ぜ
ひ
、
ご
家
庭
に

一
そ
ろ
い

ご
購
入
い
た
だ
き
、
ご
置
説
い
た
だ
け

れ
ば
と
願
勺
て
お
り
ま
す
。

実
物
は
市
内
3
支
所
、
6
公
民
館
、

図
骨
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
置

い
た
だ
き
、
ご
希
望
の
方
は
市
誌
編
さ

ん
宣
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

.5月定例会

5月8日附開催した 5
月定例会の主な内容は、

次のとおりです。

書聴事項

1 学校秤随員の霊嘱につ

いて

任期満了に伴い、市内

231]¥・中学校の学技評議

且の委嘱について審議し、

承認しました。

2 上田市学校等虫害補慣

規程由一部直正について

「独立行政法人日本ス

ポ ツ睡興センタ法」

の施行に伴L¥日本体育 ・

学校健康センターが独立

行政法人日本スポーツ掘

興セ/夕 に組融変更さ

れるため、これに伴う国

程の一部改正について審

議し、承認しました。

3 上田市体育指導書員の

垂嘱について

任期湖了に伴うl!'Hの

聾嘱について審議し、承

認しました。

4 その他

学校評議岳民制度のあ

り方、民間人校長の丑周

についてなど協議しまし

た。

仁

新

白

酒

井

朗

五
月
雨
や
重
い
頭
を
押
し
つ
け
る

中

野

本

木

節

子

貝
の
砂
か
ん
で
吐
き
畠
す
遅
日
か
な

福

困

問

中

優

美

子

吉
野
夫
人
謡
え
ば
桜
花
は
ら
は
ら
と

新

国

管
松
勝
江

へ
た
だ
け
が
残
り
し
柿
の
芽
吹
き
け

中
之
条
笹
木
み
つ
子

押
戒
壇
抜
け
て
新
樹
の
揺
れ
核
L

小

牧

片

岡

て

つ

大
空
は
集
の
た
め
に
あ
る
ご
と
し

置
者
吟

塵
に
絞
ま
る
弘
法
堂
の
若
葉
し
て

中

野

竹

内

健

美

追
い
抜
い
て
微
笑
む
孫
の
早
い
足

緑
が
丘

倉
持

巴

衣
更
え
初
出
動
の
脚
擁
美

岩

下

尾

沢

袈

銘

償

金
婚
を
踏
岐
未
来
へ
磨
〈
杖

佳

作

学
梅
雨
問
中
す
い
子

棄
し
い
よ
人
に
逢
う
事
話
す
こ
と

銀
勧
都
小
林
ま
つ
子

同
居
す
る
嫁
の
リ
ズ
ム
に
歩
み
寄
り

大

手

町

山

崎

初

子

園
園
に
行
こ
う
実
顔
が
陽
に
活
け
る

中

村

償

問

功

一

俳
掴
の
母
が
路
傍
の
花
を
褒
め

緑
が
丘
西
宮
沢

幸
健

常
煙
ど
大
き
〈
墨
書
ま
ず
一
服

岩

門

宮

内

州

国

子

下
駄
な
ら
し
外
埠
め
〈
り
の
在
が
長

伊

勢

山

阿

部

文

介
護
す
る
娘
も
介
護
の
歳
に
な
り

総

尾

町

大

石

治

聾
リ
ゆ
え
幸
村
ハ
ム
E
纏
手
で
き

下
室
賀
土
匝
契
す
ず

き
こ
ち
な
い
ス

y
社
会
へ
第
一
歩

中

古

図

辰

口

益

子

処
度
か
め
く
る
記
念
日
夫
婦
酒

岩

円

滑

水

一
二
三

ア
ル
ハ
ム
を
聞
き
記
念
の
す
ま
し
顔

仁

古

田

鈴

木

昭

二

呆
け
た
か
な
桔
暗
記
土
日
つ
い
忘
れ

蒼
久

保

竹

下

利

雄

甘
い
舌
の
っ
た
荷
物
の
荷
が
重
い

生

忽

遮

藤

保

子

記
土
に
と
母
よ
り
貰
う
知
恵
笹

笹

弁

小

市

修

一

初
夏
の
宵
口
数
多
き
風
呂
上
が
り

評
入
選
句
ピ
れ
も
明
る
さ
が
良
い
.

選
者
時

接
見
へ
公
費
が
招
〈
二
十
機

8月号の投摘方法

はがきに短歌・俳判 ・111柳の

別、氏名(ふりがな〕、自治会

名、電話番号を記入のうえ 7月
17日閣必、若で上田布教脊委員会

「教育うえだ」係 (.m386-0025 
上聞市天神 2-4-74)へ。

なお、作品に睡しい言車があ

る場合はふりがなをつけてくだ

さい。

凶

[ 19] 
町正とおわび5月16日号の俳句、金沢道弘さん (中村〉の作品の 「渦jを 「禍」に訂正しお詫びします。
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相沢商居

内部に入るとさらに輝きます.たとえば、壁は臼産喰塗り、

磨き出しの光沢ある仕上げとしています(写真2).こむ壁の

磨き出しは、左官職人の素手で行ったもので、手の平を滑ら

がにするため、施主の負担で 1週間遍治に行かせたといい

ます。また、 2階の座離l志、数寄屋圏の仕よげとし、薗取り枠

の輔、組子障子1;<どを用い照明器具は畏さが実井裏で調整

できるコ ド在世う草ど、当時の職人の里高水準の肢術を

駆使した建物となっており、現

在の駿人技術では修置が可能P
どうb、不安忽ほどの出来映えを

示しています。

平成 10年‘道路拡幅が行わ

れた際、相沢さん Lこの貴重芯

建物を残すととを決意し r9!き
屋J工法により建物在約 16m、

建てたまま轄しました。昭和初

期の上回の町の繁栄ぷりと建

築技術の水準在示す貴重草文化

財が守り伝えられています。

L

-
弘
基

r
L

か

郎

羽一

審

+
A

U
H

裏

繁

戸

の

』

日

真

丸

同

写

書

」

泊

目

出

紅

照

一

、

一」

に

卯

川

軍

口

氾

沢

樋

町
山
相
工

け

は

石

時

臥

郎

羽

山

川

斗

抗

日

つ

刊

国

わ

目

白

携

T

商

。

に

提

沢

た

築

棟

相
し
建
工

ま

大

との建物の価値は、その

己の建物は、連日には一

的証土蔵造口に見えま

(写真 1)。しがし、下軒先の

軒先師Dの装師がE口、隅

1<::1ま柱頭師口、下屋の戸袋

ラッチタイル

ど、洋風の意匠や時代在

した表現を檀っていま

~ JJ21{/~ 7 JJ 5 I んVll・ヂベシ I-:I;vシダー

工コハウス特別開館日炉P.9
27 金

市民セミナ 「身近怠危険化学物質を知ろっ」

粗大ごみ回収(10:00-12:00;塩田支所駐車場) (n30-/中央公民館)

21 土
ウィークエンドリサイクル(10:00-12:0日/マツヤ上田 異文化主流会酔P.9

インター庖やおふくよ渇居) F ウィークエンドリサイクル(10:00-12:00/ジャスコよ

プラネタリウムで夏の星座を探そう (10，00-/創造館) 調 土 田居、しおだ野ショッピングセンタ ) 

lまたる祭(11:00-21凹/室賀温泉きさらの湯) 折り紙教室(10:00-12:001創造飽)

樽物館績座「上回の幕末維新J(13:30-/観光会館)
22 8， 学校へ行こっ週間(-27日)

日 (9:00"'16:30/第三中学校) 四 日 「メサイア」演奏会(14，00-/市民会館)惨P.8(欄外)

23 月
学校へ行こっ週間(-27日) 30 月

(9:00......，6:30/第一ー第四第五ー塩田第六中学校〕
Ili 1 火

税務聡員募集砂P.8

24 火 乳幼児健彰4か月(↑3，00-/塩田母子健康センター) 乳幼児健齢 1;続6か月炉P14

こころの相暗日 (9，30-/市役所南庁舎6階)
2 水 乳幼児健絵 1;甑6か月炉P.14

歯が1まえたら教室(10:00-11凹斤有役所南庁舎2階) 11: 3 木
乳幼児健診4か月炉P，14

市民と市長の8(10:00-12:00斤省長婁) 親子ふれあい広場(moo-/中央公民館)

乳幼児健n:l歳6か月 4 金
夏の日のコンサ 卜炉P.8

25 * (13:00-/市役所南庁舎2階) うえだわっしょい書加速募集締切....P.7

「蔚ほう」についての相般会 子ピも重量「ベークフア メを作ろうリ惨P.8

(13:10....../市役所南庁舎6階) ホームページ作り惨P.8

色彩と最観鶴座(19:00-/中央公民館) ウィークエンドリサイクル(10:00-12:00/ツルヤ大塵

木 ‘ 
土 底マツヤ上田庖[)11酉J)

26 星空コンサー卜(19:00-20:30/創造館)

27 金
にこにこ赤+字健康教室(10:30-14:30/中央公民館) 20田上田市民ゴルフ大会

乳幼児健絵3歳(13:00-/市役所南庁舎2階) (-7日/グランステージ力ントリークラブ丸子)

1五6.16[20) 尼言言


	P1 表紙
	P2 私たちは目標に向かってがんばります①
	P3 私たちは目標に向かってがんばります②
	P4 上田市男女共同参画の推進に関する条例①
	P5 上田市男女共同参画の推進に関する条例②
	P6 平成14年下半期の財政状況
	P7 上田市功労者表彰式
	P8 情報うえだ①(催し、募集、お知らせ)
	P9 情報うえだ②(お知らせ)
	P10 情報うえだ③(教育)
	P11 情報うえだ④(教育)
	P12 情報うえだ⑤(教育)
	P13 7月の相談
	P14 保健ガイド①
	P15 保健ガイド②
	P16 保健ガイド③
	P17 教育うえだ表紙
	P18 国際的写真家　ハリー・K・シゲタ　アメリカでの活躍②
	P19 上田市誌編さんだより、教育委員会の動き
	P20 うえだ建物探訪

